
 

研修医通信 Vol28                  H24/10/29発行 

 
三重大学医学部附属病院 研修医２年目 布目 貴康です。 

１ヶ月間本当にお世話になりました。 

紀南病院での研修は通常診療のみならず往診や訪問看護などといった大
学病院などとは違った、より患者さんや地域に近いところでの診療ができ

るところがとても魅力的でした。 

実際の診療としては、大学病院ローテートの研修の間になかなか経験で

きなかった外来診療やcommon diseaseを学ぶことができ、考える機会も増

えてとても勉強になりました。また高齢者の方は症状が重篤であっても訴

えは乏しいことも多く、ほんの少しの訴えや身体所見も見逃せないなあと

実感しました。 

1ヶ月間と短い期間ではありましたが、何度も飲み会や鍋など開いて下さ

り大変楽しく過ごさせて頂きました。本当にありがとうございました。 

 

市立堺病院 研修医２年目 辻村 卓也です。 

 お久しぶりです。2012年9月、堺病院で夏バテ気味だった僕は、紀南

病院での研修をひそかに楽しみにしてました。実際に来てみると、紀南

病院の職員の皆様や患者様が温かく迎えてくださり、本当に有意義な

１ヶ月を送ることができ、自分にとって想像以上に楽しくまた勉強にな

りました。思い返してみるとこの１か月この地域に対して大した貢献も

しませんでしたが、様々な経験を通して感じること考えることが多かっ

たです。紀南病院に来なければ、一生知らないままであったこともあっ

たと思います。 

 1ヶ月という短い期間ではありましたが、貴重な経験をさせて頂きあ

りがとうございます。またいつかお会いしましたらよろしくお願いしま

す。恩返しできるよう頑張ります！！ 

東京大学医学部附属病院 研修医２年目 三谷 友一です。 

1ヶ月があっという間に過ぎてしまいました。 

9月30日に来る予定だったのですが、台風で電車が止まってしまい、初
日からいきなり遅刻と前途多難な始まりでしたが、病院スタッフ皆様の
暖かいご支援、ご指導のもと何とか研修を終えることができました。 

研修医になってから、初めての外病院。紀南病院の先生方のパワフルな
姿勢に圧倒されっぱなしでした。特に、自分と1-2年しか違わない先生
方が、内科から外傷から、何でもこなされる点をみて、来年からの自分
に正直不安も感じました…。 

ですが、こうして紀南病院に来なければ、そうした事も知らずに研修を
終えていたことになります。研修医でいる期間ももうわずかになりまし
たが、少しでもここで一緒に働かせて頂いた先生方に近づけるように残
り少ない研修期間を大事にしていきたいと思います。 

1ヶ月間ですが、院内外で大変お世話になりました。 


